








精神発達遅滞児(以下 MR 児と略す)を効率よく、しかももれなく発見する健診システムで数

量化に耐えるものを確立するため本研究を行なった。大牟田市(4 ヵ月健診)、久留米市(10

ヵ月健診)受診児を前方視的に 1才半まで追跡した。 

(1）前年度当研究班の早期発見班が作製した 4ヵ月健診の問診項目(精神発達問診 5項目、

運動発達問診 1項目)(表 1)の妥当性について検討を加えたので報告する。 

(2)また前年度紹介した久留米保健所 10 ヵ月健診システム(これは早期発見班の問診情報

を含む)と、1才半時の予後との関係について多変量解析を行なったので報告する。 


